
































































































10 年以上 フィリピン、バングラデシュ ボリビア ガーナ、南アフリカ 5





















高等 カンボジア ニカラグア 2
















を基に現在（2015 年 3 月）までに授業研究
に取り組んだ期間をまとめた（表 2）。1 年
から 5 年の経験のある国が 6 か国、5 年か





































































































































































































調査対象国はアジア 7 カ国、アフリカ 7

































授業研究の成果に対する認識 導入前 導入後 認識の変化
「授業研究」は、教師の教科内容知識の向上に対する効果が高い。 3.92 4.62 ↑ 0.69
「授業研究」により、学校内の教師間の同僚性の強化が期待できる。 3.69 4.54 ↑ 0.85
「授業研究」は、教師の授業スキル・技術（teaching skills/
techniques）の改善に対する効果が高い。 3.77 4.38 ↑ 0.62
「授業研究」により、新しい指導法の開発ができる。 3.77 4.38 ↑ 0.62
「授業研究」を実施すれば、子どもが主体的に学ぶような授業がで
きるようになる。 3.85 4.38 ↑ 0.54
「授業研究」を実施すれば、教師の子どもの学びへの関心が強くなる。 3.54 4.15 ↑ 0.62
「授業研究」は、子どもの思考・考えを理解するために役に立つ。 3.23 4.08 ↑ 0.85
「授業研究」は、学校内のコミュニケーションを活性化する。 3.62 4.00 ↑ 0.38
「授業研究」により、学校内の教え方が統一できる。 3.38 3.69 ↑ 0.31







4.2.1 授業研究の効果に関する CP の認識の
変化
授業研究の効果に関して、授業研究の導











































授業研究の成果に対する認識 導入前 導入後 認識の変化
「授業研究」により、学校内の教師間の同僚性の強化が期待できる。 4.38 4.31 ↓ -0.08
「授業研究」は、学校内のコミュニケーションを活性化する。 4.31 4.08 ↓ -0.23
「授業研究」を実施すれば、教師の子どもの学びへの関心が強くなる。 4.23 4.00 ↓ -0.23
「授業研究」は、教師の授業スキル・技術（teaching skills/
techniques）の改善に対する効果が高い。 4.23 3.85 ↓ -0.38
「授業研究」は、子どもの思考・考えを理解するために役に立つ。 4.15 3.85 ↓ -0.31
「授業研究」は、教師の教科内容知識の向上に対する効果が高い。 3.77 3.31 ↓ -0.46
「授業研究」を実施すれば、子どもが主体的に学ぶような授業がで
きるようになる。 3.62 3.00 ↓ -0.62
「授業研究」により、新しい指導法の開発ができる。 2.85 2.85 0.00
「授業研究」を実施すれば、子どもの試験の成績が向上する。 2.62 2.38 ↓ -0.23






































































4.2.3 授業研究の効果に対する CP と日本人
専門家の認識の変化における違いに
ついての考察































































































































































































































































































































































































































―」『日本数学教育学会誌』第 95 巻 ( 数学教育
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8 「ザンビア共和国 SMASTE 授業研究支援プロジェ
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